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飯山市秋津地区に所在する田草川尻遺跡は、弥生時代か ら古墳 ・平安の各時代にわたり大集落が営 まれ

た遺跡 として、県内でも重要な遺跡として知られています。ところが昭和47年 に国道117号 線の静間バイ

パスが遺跡を縦断して建設されるとともに、飯山市の玄関口として近年開発が進みつつあります。その多

くは店舗等の商業用地 として造成が行われてお り、埋蔵文化財 との調整 も難しいところがあります・

今回の四か所に亘る調査は、それぞれ商業地 として業者からの委託によるものですが、各原因者の快い

理解 と協力の下に実施することができました。

本書が発刊されるにあた り、上記の方々に感謝申し上げるとともに調査に携わっていただいた関係者各

位に厚 く御礼申し上げます。また、本報告書が今後の埋蔵文化財保護の一助になることを祈念して序 とい

たします。

平成3年11月 飯 山市教育委員会

教育長 岩 崎 彌

例 言

1本 書 は、長野県飯 山市大字静 間字四本木 に所

在す る田草 川尻遺跡の緊急発掘調査の報告書 で

ある。

2調 査地点は、従来か らの調査地点名を続けて、

L・M・N・O地 点 と呼称 した。

3各 地点の原因者 について以下のとお りであ り、

経 費につ いては各地 点別 の原因者の全額負担に

よる。

L地 点 千 曲商事 有限会社(関 甲社長)

M地 点 有 限会社鈴 電(小 野沢清社長)

N地 点 アルプス管工株 式会社(山 嵜茂社長)

O地 点 株 式会社荒井屋(荒 井泰社長)

4調 査は、平成2年4月16日 か ら5月25日 まで

行 った。

5調 査にかか る組織 ・参加者は裏表紙 に記載 し

た。

6本 書の作成は、調査員 のほか桃井伊都子があ

たった。 また、執筆 ・編集 は調査員の整理作業

に基づ いて望 月が行 った。
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1 田草川尻遺跡概観

A遺 跡 の 位 置

田草川尻遺跡は、長野県飯山市大字静間字四本木から大字蓮字北原にかけて、縄文時代から中世に亘っ

て断続的に集落が営まれた大複合遺跡である(図1)。

甲信国境に源 を発する千曲川は、佐久 ・上田盆地を流下し、長野市川中島付近で犀川を合せ肥沃 な善光

寺平を形成する。善光寺平東縁に至ると、.東側の長丘丘陵、西側の斑尾山麓の隆起地帯を穿入蛇行する・

そして、中野市古牧地区の長丘丘陵北端に至ると再び流域 を広げ信濃に最後の平を形成する・これが飯山

盆地である。飯山盆地 を過 ぎると信越国境の山岳地帯を再度穿入蛇行 し越後へ と流れ去 り、信濃川 と名を

改める。

田草川尻遺跡 は、飯山盆地 が展開す る

最初の地 点に位置す る。東側 に高社 山が

甕 えてい るため に比較的狭長 な沖積地 を

千 曲川が流れ、善光寺平 と飯 山盆地 との

回廊 口的 な地点 となっている。

飯 山盆地西縁は上境 ～鬼坂断層線に よ

って画 されて いるために急傾斜 をもって

斜面に接 して いる。そのため 山地か ら流

出す る河川は急流 をな し、斜面 の急な小

扇状地 を形成 している。遺跡 の位置す る

秋津地区で も三つ の扇状地 が発達 して い

る。す なわち、北か ら清川 ・田草 川 ・,宮

沢川 による各扇状地 である。

田草川尻遺跡は、この うち田草川扇状

地扇端部 に立地す る。南側は宮沢川の扇
層
状地 と千 曲川 の沖積地 に接 してお り、北

側 は清 川扇状地 との間の低湿地帯に接 し

てい る。 また、東側 は千 曲川が扇状地扇

端部 を挟 るよ うに(攻 撃斜 面)流 れてお

り、その比高差 は5mで あ る。近年では

千曲川ゐ増水 のたびに冠水 しているが、

これ は広い低地 をもつ対岸 の中野市岩井

地 区が築堤 されたためで、それ以前 は冠

水す るこ とはなかった といっ。

今 回の調 査箇所 は、田草川の北側 で、

南側 に比 して遺物分布 の希薄 な地区 とし

て とらえ られていた。現況 は、アスパ ラ

を主体 とす る畑地である。 図1田 草川尻遺跡 の位 置('1:10,000)
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B過 去の調査

遺跡は 、過去6回 の発掘調査 がなされ ている。第1次 は昭和47年 で、国道117号 線静 間バ イパス敷設工

事 に伴 うものであった。バ イパスは遺跡 の中央 を横断す る形 とな り、加 えて中野市 ・豊 田村 と飯山市 を結

ぶ主要路線 であるこ とか ら、バ イパス供用開始か らま もな く第1表 の とお り工場 ・店舗 な どの進出が始ま

ることとなった。特に、昭和52年 の発掘調査 は遺跡の 中心部分 と考 え られ、弥生時代や古墳 ・平安 時代 の

住居吐 が計23軒 検 出されて いる。 また、出土 した弥生時代後期 の土器 を報告 した太田文雄 は、 田草 川尻1

式 ・II式 に分類 し、北信濃飯 山地方の弥生時代編年 の組み立てに着手 している(太 田1982)。

次 調査年 調査区 調査面積 調 査 原 因 特 記 事 項

1 昭和47年 A一 一一E 600mz 国道117号 線バイパス敷設工事 古 ・平 住 居 、 古 祭 祀

2 昭和52年 F 1,500 工 場 用 地 造 成 弥 ～ 平 住 居

3 昭和57年 G 78 店 舗 建 設 古 土 器

4 昭和60年 HI 164 国 道117号 線 改 良 工 事 古 ・ 平 土 器

5 昭和62年 J 110 店 舗 建 設 平 掘 立

6 平成元年 K 180 店 舗 建 設 平 住 居 、 中 井 戸

7 平成2年 L一 一一〇 2,000 工 場 ・倉 庫 ・店 舗 建 設 本 報 告

表1田 草川尻遺跡発掘調査一覧

II調 査

A経 過 と調査の方法

1経 過

L地 点 原因者 千曲商事 有限会社(関 甲社長)

大字静間字 田中148-1ほ か において、 コン クリー トプラン ト及び関連工事 を計画。

平 成元年11月24日 付 で、埋蔵文化財発掘調査届け を提 出。

平成2年1月8日 付 で、県教育委員会教育長 よ り 『飯 山市 田草川尻遺跡の保 護につ いて』 の通

知があ り、事 前 に発掘調査 を実施 して、記録保存 を計 るとい う回答がある。

平成2年4月2日 付で、千 曲商事 有限会社 と飯 山市長 との間で発掘調査委託契約 を交わす。

同 埋蔵文化財発掘通知 を提 出。

平成2年4月19日 、発掘調査 を開始 す る。

M地 点 原因者 鈴電株式会社(小 野沢清社長)

大字静間字四本木2166-1ほ かにおいて、店舗 ・倉庫建設 を計画。

平成元年9月12日 付で、小野沢氏より埋蔵文化財発掘届けが提出される。

平成元年9月26日 付で、県教育委員会教育長 より 『周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事

等について』の通知があり、工事着手前に発掘調査を実施するように指示がある。

平成元年10月12日 、県文化課小林指導主事 ・市教委 ・小野沢氏で現地協議を実施する。

平成元年10月18日 付で、埋蔵文化財発掘通知 を提出する0
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図2田 草 川尻遺跡 と調査地 点(L・M・N・0)(1:2,500)
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平成元年11月4日 付で、県教育委員会教育長 より 『店舗および倉庫建設に伴う飯山市田草川尻

遺跡の保護について』の通知があり、事前に発掘調査 を実施するよう回答がある。

平成2年5月2日 、小野沢氏と飯山市長 との間で埋蔵文化財発掘調査委託契約書 を交わす。

平成2年5月18日 、発掘調査 を実施する。

N地 点 原 因者 アルプス管工株 式会社(山 嵜茂社長)

大字静 間字四本木2166-2ほ か にお いて、店舗建 設 を計画。

平成2年4月1日 付 で、山嵜 氏よ り埋蔵文化財発掘届 けが提 出され る。'

平成2年4月13日 付 で、県教育委員会教育長 よ り 『周知 の埋蔵文化財 包蔵地 におけ る土木工事

等につ いて』の通知 があ り、事 前に発掘調査 を実施 す るよう指示が ある。

平成2年5月7日 付で、 山嵜 氏 と飯 山市長 との間で、発掘調査委託契約書 を取 り交す。

平成2年5月10日 付で、埋蔵文化財発掘通知 を提 出す る。

平成2年5月22日 、発掘調査 を開始す る。

0地 点 原因者 株式会社荒井屋(荒 井泰社長)

大字静間字 四本木2143-3ほ か において、店舗 建設 を計画。

平成 元年11月21日 付 で、荒井氏 より埋蔵文化財 発掘届 けが提 出され る。

平成2年3月23日 、県文化課 ・市教委 ・荒井氏 と現地協議iを行 う。

平成2年3月30日 付 で、県教育委員会教育長 よ り 『店舗建:設に係 る田草 川尻遺跡(飯 山市)の

保護 につ いて』 の通知が あ り、事 前に試掘調 査 を実施す るよ う指示がある。

平成2年3月30日 付 で、埋蔵文化財発掘通知 を提 出す る。

平成2年5月7日 付 で、荒井氏 と飯 山市長 との間で発掘調査委託契約書 を取 り交す 。

平成2年5月11日 、発掘調 査 を開始する。

2調 査の方法

過去の調査において、それ ぞれ遺跡内の調査箇所 をAか ら順次地点別に呼称 していた。第6次 までの調

査 でKま で使用 していた。今 回の調査区は、千 曲商事 株式会社 の地 区のほかの3地 区は接 していた。 ただ

し、それ ぞれ委託 契約 を締結 して全 く別個 の事業 として進める必要が あったので、事 業 ごとにL～0ま で

4地 点に分けて行 うこ ととした(図2)。

L地 点 千曲川河岸 に接す る場所で、対象面積 は約2,300m2で あった。 この地 区にアスファル ト合材プ

ラン ト、操作室、地下重油 タンクなど4か 所 において基礎工事 を伴 う工事 であった。他 は現状 のまま地下

に影響 を与 えない との ことであ り、該当工事場所 もは っき りして いるためにその部分 の約1,000m2を 発掘

す ることとした。

発掘 はグ リッ ト法 とし、土地境杭 の2点 を原点 として設定 した。A-1グ リッ ト南東杭が基点 で、A-

4上 に もう1点 が存在す る。

M地 点 工事 は店舗 ・倉庫建設 で、建物 の位置 もほぼ決定 してお り、敷地面積347mzの うちの60m・以上

を調査す るこ ととした。 グリッ トは、他 の2地 点N・0と 同____のグ リッ トとし、O地 点の境界杭 を使 用 し

て5mグ リッ トを設定 した。

N地 点 工事 は店舗建設 であ り、地区は傾斜 のある場所 であった。そのため建物 面積 は少な いものの、

切 り土す る部分 が多 くこの地 区を全面調査す るこ ととした。
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0地 点.約9,000m・ の広大 な敷地 に店舗 ・駐車場 を建 設 しようとす る ものであった。建物 は標高 の高 い

西側 に建設 し、国道側 には簡易舗装 をした駐車場 を計画 していた。そのため、中央 を横 断す る農道(市 道)

よ り東側 は切 り土 し、東側 はむ しろ盛 り土 して地下に影響 を与えない とい うものであった。 したが って、

切 り土す る部分 の全面が調 査対象 となったが 、前述の とお り予定 外の調査で あったので と りあえず試掘調

査 を実施 してその結果で対応す ることとした。対象面積 は、120m2。 表土除去 を行 った結果 では、遺物が

多 くの地点か ら散在 して 出土 した。ただ し、その数量 も多 くはな く、予定期間中に終 了で きる見込 み とな

ったこ とか ら本発掘 に切 り替 えた。 また、地下 に影響 を与 えな い東側地 区において も、遺跡 の範 囲状況 を

把握す るために幅約3mの トレンチ を入れて調査す るこ ととした。

B調 査の経過

1調 査 日誌

L～Q地 点の発掘調 査は、事業 は別個 の ものであ ったが、近接 してお り一連 の作業 として行 った・その

ため、調査 日誌 もま とめて報告 す る。

平成2年4月15日(晴)

16日(晴)

17日(曇)

18日(曇)

19日(晴)

20日(晴)

24日(曇)

25日(晴)

26日(晴)

27日'(日 青)

5月2日(曇)

7日(曇)

8日(曇)

9日(曇)

10日(晴)

準備

O地 点試掘 開始。土器片約10点 出土。M・N地 点 も同様 に表土除去 。や は り

土器片が約20点 出土。

O地 点試掘続行 。発掘器材運搬 。L地 点グ リッ ト設定。

L地 点杭 打。E-1・2試 掘。

調査開始式 を行 う。L地 点A・B-1～3着 手。A・B-2を 中心 として

土器 出土。古:墳時代 ・平安時代土器が混在 して出土す る とともに、弥生式土

器 も少量 出土。

L地 点C-1～3を 調査。北側 に進むにつれ砂礫層 となる。B-2柱 穴確

認。同土器集中地点確認 し、セ クションベ ル トを残 して調査 を進め る。

L地 点A-2で 平安 時代 のカマ ドを確 認す るが、住居趾 は確認で きず、B

-3に おいて弥生式土器壺2固 体 が出土。C・D-9着 手。土器片数 点出土

す るが、黒色土及び砂礫 層 とな り、遺構 は存在 しない と思われ る。

L地 点A～C-1～3精 査 。柱穴 ・土砿確認す るも明確 でない。

L地 点C・D-9前 日に引 き続 き掘 り下げるが遺構確 認で きず。A-2、

B-3遺 物分布 図作成。

L地 点C-1・2に おいて住居吐確認(H20号 住居吐)。遺;構掘 り下 げ。遺

物 レベ ル測量 、取 り上 げ。

L地 点B-3弥 生式土器微 細図作成 、取 り上 げ。A-2カ マ ド(H-20号

住居趾)の 周囲精査す る もプ ラン確認 できず。H-20号 住居趾 プラン追及。

L地 点H-20号 住居趾プ ラン確 認。

L地 点H-20号 住居趾掘 り下げ。遺物分布図 ・レベ ル作成 し取 り上 げる。

L地 点H-19・20号 住居趾 カマ ド着手。D-14着 手す るが、遺物 わずかで

遺構 は確認 されない。

L地 点D-14砂 礫層 となったため調査 を中止。A-12・13着 手。柱穴8確

認。H-19・20号 住居趾 及び柱穴群 、遺構平面図作成。O地 点基準杭 着手。
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11日(曇)

14日(曇)

17日

18日(曇)

21日(曇)

22日(曇)

24日(曇)

25日(晴)

0地 点 グリッ ト設定。T～W-12・13着 手 。

L地 点 平 面図作成。

O地 点U-12、V-12に お いて柱 穴、遺物数 点出土。雨で午後;2時30分 現

場作業中止。

L地 点 遺構 レベ ル測定 し、全作業終 了す る。

0地 点Q～W-12・13精 査。

M地 点 グ リッ ト設定。

0地 点R-12・13に おいて柱穴検 出。T～V-12・13平 板測量 実施 。

M地 点 調査開始。

0地 点 全体 の平面 ・レベ ル作成。遺物取 り上 げ。

M地 点H・1-12・13黒 色土 ～礫層 間に土器出土。1-13で 土 層図作 成。

N地 点 調査開始。

0地 点G-16付 近 で住居趾検 出(H-21号 住居趾)。

M地 点 平板 測量実施。

N地 点L～M-6～8精 査。土器小 片微量 出土。

0地 点H-21号 住居趾調査、遺物分布 図作成。

N地 点 全体 図作 成。

0地 点H-21号 住居趾遺物取 り上 げ、平面 図作成。

器材等 の撤収 。L～0地 点の全ての調査 を終 了す る。
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飯 山 市教育委 員会1984.1

飯 山市教育委 員会1986.2

飯 山市教育 委員会1988.3

飯 山市教育 委員会1991.5

『飯山市田草川尻遺跡緊急発掘調査報告書』

『長野県飯山市田草川尻遺跡II』

『北信濃弥生後期編年について』 「信濃第32巻4号 」

『長野県飯山市田草川尻遺跡III』飯山市埋蔵文化財調査報告第9集

『長野県飯山市田草川尻遺跡IV』 飯山市埋蔵文化財調査報告第13集

『長野県飯山市田草川尻遺跡V』 飯 山市埋蔵文化財調査報告第17集

『田草川尻遺跡VI』 飯山市埋蔵文化財調査報告第27集
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III発 見 された遺構 と遺物

AL地 点、

1調 査 区

調査 区は、4か 所 に分かれ ているために便宜 的に1～IV区 と呼称 して説 明 を加 えるこ ととす る(図4)。

本地 区の土層の堆積状況 は、図3に 示す とお り、千 曲川の氾 濫に よる堆積層 の砂層が表 面 を覆 い・それ

はII区 の6ラ イン付近 まで到達 している(図3の1a層)。 これは、栂1観で も触れ た とお り対岸 の岩井地 区

に築堤 されたためで、近年になってか らのこ とであ る。また、下層に至 づ'て4層 に砂礫 層が現 われ るが、

これ は田草川の氾濫 による堆積 物 と考 え られる。 この堆積物 は、基盤 層 とな る5層 以 下 の黄褐 色砂 礫 層

(更新世扇状地二次堆積物)と 相違 し、局地 的に限 られてい る。II区 の土層観察では5ラ インにおいて終結

してお り、4以 下には及んでいない。 したがって、B～Fラ インの間の凹地部分 に厚 く堆積 してい るもの

と推察され る。今 回の調査地 区は大半が この氾濫源 の部分にあ り、1区 の氾濫が及ばない部分 と・W区 の

高台の部分が原始 ・古代 においては 占拠す るに適 した場所 と思われ る。調査 の結果で もそのような結果が

得 られてい る6

土 層 説 明

1層 耕作土a灰 白色砂質粘土質層

C'b暗 褐色土層

llIll2層 暗褐色混礫土層

3層 黒褐色混礫土層

4層 砂礫層

5層 黄褐色土層(地 山)

図3L地 点土層断面図(1:40)

2遺 構

調査 区は1～IV区 に別 れているが、遺:構の検 出された地 区は1・W区 の二 区のみである。II・III区 は氾

濫地域 で、居住 に適 さない場所 であったのだろ う。 また、W区 は35mZと 小範 囲なので柱穴が検 出されたの

みであ る。1区 はL地 点で最 も千 曲川 に接 した場所であったが 、古:墳時代 ・平安時代 の竪穴住居玩 各1軒

を検 出した。以下 に各遺構別 に説 明を加 える。_

(1)竪 穴住 居趾

1区H-19号 住居趾1区A-2に おいて検出 された もので、プランを明らかにす ることがで きなか っ

た ものの、カマ ド本体が発見 されてい る(図6)。 遺物 は、A-2グ リッ トを中心 と'して平安時代 の土器

7



図4L地 点 調査 区全体 図(1:400)

8



が多 く検出 されている。 また、 カマ ド内において も土師器圷形土器が4点 出土 してお り・平安 時代 に比定

される。

1区H-20号 住居趾(図7・8)、1区C-1・2に おいて検 出された。規模 は・455cm×335cmの 長

方形プランを呈 し、確 認面か らの深 さは10cmを 計 る。カマ ドは長軸東側の中央部付近 に構築 されてお り・

特異な場所 といえる。柱穴は5本 検 出され たが、主柱 穴 と考 え られるよ うな深 さ ・位置の ピッ トは ない・

遺物 は、完形 お よび略完形の甕 がカマ ド付近 にま とまって出土 した。また、 カマ ド内に も完形圷 が 出土

している。

図51区 遺 構 分布 図(1:80)

9



図6H19号 住居趾 カマ ド実測図(1:20) 図8H20号 住居吐カマ ド断面図(1:30)

図7H-20号 佳 居趾(1:40)'
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(2)土 器集 中地点

1区 弥生地点B-3区 、

調査 区の西端 において弥生式

土器壷形土器が2点 出土 した

ものである(図9)。 付近 に も

弥生式土器は検出 されず 、単

独 に近 い出土状態であ る。砂

層内の出土 で小礫 も混入 して

お り、 また、土器 自体 の傷 み

も認め られるこ とか ら流れ込

みの可能性 も考 え られ る とこ

ろで あるが、いずれ も形 を と

どめてい ることか らにわかに

は判断で きない。付近 に遺構

は検 出されなかった。

1区 第1地 点B-2区 に

おいて、古墳 時代 の土師器破

片が約100点 まとまって出土

した もので ある(図10)。 レベ

ル幅が約30cm認 め られたが 、

遺構 は検 出されなか った。

図9弥 生土器出土状態(1:20)土 器実測図は%

(3)石 組1区C-2に お

いて検 出され た3点 の石か ら

な る遺構 である。当初H-20

住居 と住居が切 りあい、カマ

ドの一部か と考 えたが、単独

で構築 されているこ とが判 明

した。確認面 はH-20号 住居

と同一一面であ る。焼土 ・遺構

は認め られなかった(図11)。

図10遺 物 集 中地点(Loc1)分 布 図(1:20)

(4)柱 穴等

1区 検 出柱 穴1区 におい

て柱 穴 が 計32検 出 され たが

(図5)、 掘 立柱建物趾 とな

るような並 び をもつ ものは な

い。

N区 柱穴群A-12・13に

お いて8検 出 されている(図 図11C-2出 土 石組実 測図(1:20)
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12)。P、～P3お よびP5～P8は 並

ぶが間隔が狭 く建物 とは考 え

られ ない。なお、P4内 よ り炭

化物が ま とまって出土 した。

時期 は不 明。

図121V区 遺 構分 布図(1:80)
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3遺 .物..、 、

L地 点 において出土 した遺物 は、各遺構 を中心 に出土 した もので、弥生時代 ・古墳時代 ・平安 時代 の各

時期 に及ぶ。以下、時代別 に説 明 を加 えるこ ととす る。

(1)弥 生時代

1区 、弥生地点か ら出土 した後期 の2点 の壺形土器 である(図13-1・2)。1は 、口縁部 を欠 くが略完

形の土器である。胴部下半が大 き ぐコケる器形 を呈す 。器表面は刷毛 目調 整ののち頸部か ら胴上位 に3条

の櫛 描横 走文 と同工具 によるT字 文 を描 き、さらにその下部 に1条1回 刻みの簾状文 を施す。器内外面 と

も丁寧 に ミガキが加 え られ、文様帯以外の器表面及び内面の 口唇部 には赤色塗彩 が施 されて いる。2は 小

型の土器で、胴下半か ら底部 を欠 く。器 形はラッパ状に大 き く口縁が開 き、肩の張 らない胴部か らコケな

が ら底部 に収 束す る。・器表面が荒れてお り、全面が赤色塗彩 され るが頸部 の一部のみ残存す る。

(2)古 墳時代

1区 、B-2の 第1集 中地 点か ら出土 した土器が 中心であ る。遺構 に伴 うものでな く年代的に も幅が認

め られ る。

第1地 点 出土 土器(図13-3、5～7、10～13、20、21)

3・7は 有段 口縁の壺 形土器 で、外面はていねいなヘ ラ ミガキが施 され ている。5～7も 同様であるが、

胎土に砂を 多 く含み ボロボ ・ロとした感 じを受け る。12・13は 、壷 もし くは甕 の胴下半か ら底部で、外面に

はヘ ラ ミガキが行 われてい る。21は 口縁部 を欠 くが球状の壺 形土器 で、ヘ ラナデ調 整が施 されてい る。

H-20号 住居趾 出土土器(図14-8～14)

出土 した土器 は甕形土器(8～12)と 杯(13・14)で ある。8は 、焼成後底部 を除去 し、さらに面取 り

をしている九 めに、甑 として使用 した形跡 と思われる。12は ヘ ラケズ リ調整が加 えられるが、他はハケ メ

調整が施 されている。ユ4は カマ ド内の出土 で、加熱 によ り剥落が著 しい。

(3)平 安 時代".… 、

H-19号 住 居趾 出土土器(図14-1～7)

1区 、A-2に おいて検 出され たカマ ド及び周辺 より出土 した土器 を一括 して述べ る。 図化 した資料は
'土師器杯形土器及び須 恵器破片

の拓影で、数量的に も少 ないが他 に土師器甕 も出土 している。観察 表に も

掲載 しているが、 『ロクロ土 師器杯形土器の底部は糸切 り痕 をとどめ る例(2ニ ー4)・ と、後 にヘ ラケズ リを

行 うもの(1・,5・6)と が存在 してい る。法量的には大差 ないが・黒色土器が器高 ・口径 とも大 きい よ

うであ る。.

グ リッ.卜出土土器(図15)

多 くの遺物はA=2よ 、り出‡ してお り、H-19号 住居 趾 に伴 う遺物 と考 え られ る。1～4は 圷 形土器で

1・3・5が 土師・器、2・4が 須 恵器であ る。底部 の遺存す る ものはいず れ も『ロクロ糸切 り痕 をとどめて

いる。3・5は 黒色土器で、5は 高 台つ き圷 もしくほ椀 であろ う。6～7は 土師器甕形土器であ る。6・

7は やや 内湾す る形態 を示 し、9・10は コの字状 口縁 の形態 を呈 す。12～13は 須恵器の甕 で外面にタタキ

目調 整が見 られ る。12は 平行 タタキの後ナデによ り多 くが消 されている。
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図13L地 点出土遺物(1>(14)
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図14.L地 点 出土遺物(2>(1:4)
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図15L地 点 出土遺物(3)('14)
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BM・N・0地 点

1調 査 区

M～0地 点は、それ ぞれの原因に よる別々 の事業 であ ったが、近接 してお り本稿 では一括 して報告す る

こ ととす る。本地 区は昭和60年7月 、国道117号 線 県単改良工事 ・(チェー ン脱着場建設)に 伴 ない調査 を

実施 した1地 点に接す る地 区であ る。 この ときは、弥生時代 ・古墳 時代 の土器が出土 したが 、遺構 な どは

検 出されず流れ込みの可能性 を指…摘しておいた(飯 山市教 委1987)。

(1)M地 点

やや北 に緩 く傾斜す るが 、ほぼ平坦 であ る。約160m2を 調査 した(図16)。 本地 区の層序 は図17の とお り

で、1・II層 が暗褐 色土で、その下位G?III層 はブロ ックで認め られ る。砂礫が含 まれてお り田草川 の氾濫

に伴 うものではないか と推定 される。IV層 は本地 区東端か ら始 ま り標高 の低 い東北側 にむか って厚 く堆積

してい るよ うである。V層 は黄色褐 色土で下位 に至 るに したが って砂礫 を多 く含む。

遺物の包含層 はN層 を中心 としてそれ よ り上位 に含 まれ ている。いず れ も細片であ り、土層 の状態か ら

流れ込み を含め た 自然的営 力に より原位置 を離れた もの と考 えられ る。

図16M・N・O坤 点調査 区(1:1,000)
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図17M地 点 調査 区
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(2)N地 点

L地 点の西南30mの 地区で、東に傾斜す る地点 である。調査面積 は、約160m2で あ る(図16)。 層序 は基

本的 にM地 点 と同様 であ り(図18)、M地 点のIV層 が本地 区のII層 に対応す る。ただ し、本地 区の黒色土

層 は人頭大か ら小石大の礫 を多量に含 んでお り、田草川の氾濫流路 の末端 面 と思われ る。

(3)0地 点

M・N地 点の西及び北側の広 い部分 であ る(図16)。 開発計画に よれば、対象地区のほぼ中央 を走 る市道

の上位 を削平 し、それよ り下位 を現状の ままもし くは多少の盛 り土 を行 うとのこ とであった。 そのため 削

平部分 を中心 に調査す るこ と

とし、盛 り土地区において も

遺跡の範囲を把握す るため ト

レンチで調査す ることと'した。

本地区の層序 は、上位 面にお

いては約20cmの 黒色土の下位

が地 山面の黄褐色含礫 層であ

り、下位面においては地 山面

まで100cmの 黒色土が堆積 し

ていた。古墳時代後期 の竪穴

住居趾 はこの黄褐色含礫層 を

掘 り込 んで構築 されている。

B

A

図18N地 点調査区
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2遺 構

M・N・0の3地 点において検 出 され た遺構 は、0地 点 の竪穴住居趾1軒 お よび柱 穴のみで ある。M・

N地 点において は若干の遺物の出土 があったが 、流 れ込み の可能性 が高 く、居住区ではなか った と考 えら

れ る。

(1)竪 穴住居吐(H-21号 住居趾)

分布確 認 とい う性格上 、 トレンチにかかった部分 のみ を調査 したため、約半分 の住居趾 の検 出に とどま

ってい る(図19)。 カマ ドが短辺のほぼ中央部 と仮定すれ ば、460cm×320cmの 長方形プ ランを呈す るもの

と思われ る。カマ ドは全部 を検 出で きなかったが 、粘土 ・石の混合 で構築 されている。左袖部 のピットは、

石づみの抜 き取 り痕 と思 われ る。煙道はカマ ドより約1m延 び ている。周溝は長軸北側 の一部 のみ に巡 る。

床面は、貼床 には していないが竪緻 であ り地 山の小礫が含 まれて いる。

遺物は 、カマ ド内及びカマ ドの北 に接 して ま とまって出土 した。バ ックホーに よ り一部破損 して しまっ

たが 、ほぼ使用 された ままの状態 に近い出土状 態であ る。カマ ド内か らは、甕が二固体横 に倒 れて出土 し

ている。 そのうちの1点 には蓋が のせ られていた。 また、支柱 と思われる土製品が2点 出土 してい る。カ

マ ド周辺か ら出土 した遺物 は、圷 ・甑各1点 のほか甕 形土器が5点 出土 している。いず れ も横倒 している

が使用 した原位置の出土 と考 え られる。

(2)そ の他 の遺構

M地 点の東側 、Q・R・U-11・12区 におい七柱穴が8本 検 出されている(図Zo)oU-11か ら検 出され

たP、～P3は 確認面 よ り25～40cm掘 り込 まれてい る。平安 時代 の土師器破 片が 出土 してい る。Q・R-11・

12か ら検 出されたP、～P8は 直径10cm～20cmの 小 さな柱穴であるが、深 さは18cm～31cmと しっか りと掘 り込

まれてい る。出土遺物 はない。

なお、W-13に お いて弥生式土・器赤色塗彩 され た鉢 破片が出土 している。遺構 は確認 されなかった。

3遣 物

(1)M地 点出土遺物(図21)

当調 査地点か らは、古墳時代にかかる土器及び平安 時代 に比定 され る土器が出土 した。 いず れ も細片で

あ り、完形の土器 はない。

古墳時代の土器(図21-1～8)

1・2は 甕 形土器 の口縁部破片である。 くの字状 に強 く外反す る口縁形態 をとり、胴部がやや下膨れで

丸み を持 ちつつ7・8の よ うな底部 を持つ もの と思われ る。3・4は 甑であろう。軽 く外反す る口縁形態

を呈 し、緩やかに収束 しなが ら底部 に至 る形態 を示す。5・6は 杯 形土器 で、6は 内黒土器で ある。

平安時代の土器(9～15)

1は ロ クロ土師器 の甕形土器の 口縁部 である。北陸地 方に山般的な丸底 を呈す る形態 を示す もの と思わ

れる。10は 甕形土器 の底部 で、糸切 り痕 をとどめ ている。11～14は 土師器圷形土器 で、11は 内面が黒色処

理 されている。13の 底部 には糸切 り痕 をとどめ る。15は 須恵器杯形土器 で、やは り糸切 り痕 を とどめてい

る。以上 の土器は、ロ クロ土師器の底部調整 ・杯形土器 の形態 などか ら九世紀後半 あた りにおかれ るもの

と考 え られる。
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図19H-21号 住 居趾(1:40)
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図200地 点 柱穴(1:80)
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図21M地 点 出土 遺物(1:4)

(2)N地 点出土遺物(図22)

僅か な出土点数 であ り、いずれ も氾濫層 のII層

よりの出土で ある。図示 したのは2点 のみである

が、他 に も微小破片が数 点出土 してい る。1は 台

付甕 の底部で ある。2は 甕形土器の底部 で、内外

面 とも丁寧 にヘ ラ ミガキ され,る。

図22N地 点出土土器(1:4)

(3)0地 点出土遺物(図23～ 図24)

調査 区内 よ り出土 した遺物 には、H-21号 住居趾 よ り出土 した古墳時代の土器 を中心 として、他 には縄

文式土器破 片1点 、弥生式土器破片数点が出土 している。 ここでは古墳時代の遺物 を主 に説明す ることと

す る。なお、縄文時代の土器は左下が りの単節斜縄文が施 されてい る前期の土器 で、弥生時代 の土器 は櫛

描波状文が施 された。甕形土器破 片、赤色塗彩 された鉢破片な どで、後期 に比定され る。

H-21号 住居趾(図23・ 図24-2～5)

出土 した遺物には、甕形土器、甑、杯 、蓋、土製支脚 などがあ る。甕形土器には長胴甕(1・2・3)、

短胴甕(6・7・14)、 その中間形態の4・5・9、 くの字状に強 く外反 し球状の胴部 を もつ8な どバ ラエ

テ ィーが ある。調 整 ・整形技法は、内外面 ともハ ケ メ調整が主体 であ るが 、短胴甕 の6な どはていねいに

ヘ ラ ミガキ・が行われ る。甑 は同形態の ものが2点 出土 している。緩 く外反す る口縁形態か らほ とん ど膨 ら

む ことな く底部へ収 束す る形態 を とる。調整 はハケが多用 されてい る。図24-2は 蓋 であ り、図23-3の

口縁 に接 しての出土である。皿 ないし杯状 の形態 を呈 し、内面 中央部 に指頭圧痕 のある把手状の突 起 をも

つ。3は やや いびつな杯 である。 内外面 ともヘ ラ調 整が加 え られてい る。4・5は 土製支脚であ る。カマ

ド内 より出土 した。粘 土塊 を手 で棒・状に押圧 して形態 を整 え、中央 を径4mmの 穿 孔が開け られてい る。5

は加熱 によ り破損 した もの と思われ る。4と 相違 し穿 孔されていない。

グ リッ ト出土遺物(図24-1)

U-12よ り出土 した甕 形土器 である。 くの字状 に外反 し、球状の胴部 をもつ ものである。ヘ ラ ミガキが

加 えられてい る。
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図230地 点H-21号 住 居趾(1:4)

一24一



図24 0地 点 出土 遺物(グ リッ ト1,H-21号 住 居=趾:2～5)
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H-19号 住居趾 出土遺物(平 安時代)L地 点

番号 器 種 口径
cm

器高
cm

底径
cm

胎土 ・焼成 ・色調 成 ・整形 の特徴 備 考

14-1 土 師 器 圷 13.3 3.9 5.1 砂 粒 良 褐 色 ロクロ・ヘ ラケズ リ

14-2 土師器圷 12.6 3.9 6.0 砂 粒 良 褐 色 ロ クロ ・'糸切 り痕

14-3 土師器 杯 12.5 3.7 6.2 砂 粒 良 褐 色 ロ クロ ・糸 切 り痕

14-4 土師 器杯 12.3 4.3 5.0 砂 粒 良 褐 色 ロ クロ ・糸切 り痕

14-5 黒色土器杯 一 一
6.4 砂 粒 良 褐 色 ロ クロ・ヘ ラケズ リ

14-6 黒色土器杯 一 一 5.8 砂 粒 良 褐 色 ロ クロ・ヘ ラケズ リ

14-7 須 恵器甕 一 一 一 小 石 良 青灰色 タタキ 目

H-20号 住居趾(古 墳時代)L地 点

14-8 土師 器甕 19.5 22.6 9.6 砂 ・小石 良 乳褐色 ハ ケナデ ・ナデ 甑に転用?

14-9 土師 器甕 15.2 18.2 7.0 砂 ・小石 良 乳褐色 ハ ケナデ ・ナデ

14-10 土 師 器 甕 18.6 29.5 7.6 砂 粒 良 乳褐色 ハ ケナデ ・ナデ 完 形

14-11 土師器甕 16.2 砂 粒 良 乳褐色 ハケナデ ・ナデ

14-12 土師器甕 一 一 7.5 砂 粒 良 乳褐色 ハケナデ・ケズリ・ナデ

14-13 土 師 器 杯 12.7 4.4 一 砂 粒 良 乳褐色 ヘ ラ ミガキ ・内黒 完 形

14-14 土 師 器 圷 13.2 4.9 一 砂 粒 良 乳褐色 ヘ ラ ミガキ ・内黒 完 形

H-20号 住居趾(古 墳 時代)0地 点

23-1 土 師 器 甕 18.7 30.4 8.1 砂 ・小石 良 乳褐色 ハ ケナデ ・ナデ 完 形

23-2 土師器甕 18.7 29.1 8.3 砂 ・小石 良 乳褐色 ハ ケナデ ・ナデ 完 形

23-3 土師器甕 18.7 24.1 7.8 砂 ・小石 良 乳褐色 ハ ケナデ ・ナデ 完 形

23-4 土師器甕 17.6 20.5 5.2 砂 ・小石 良 乳褐色 ハ ケナデ ・ナデ

23-5 土師器甕 23.9 (22.6)(11.1) 砂 ・小石 良 乳褐色 ハケナデ・ケズリ・ナデ 完 形

23-6 土師器甕 13.4 14.1 7.2 砂 ・小石 良 茶褐色 ヘラミガキ・ナデ・ミガキ 完 形

23-7 土師器甕 13.1 11.9 6.2 砂 ・小石 良 茶褐色 ヘ ラナデ ・ナデ 完 形

23-8 土 師 器 甕 15.0 一 一 砂 ・小石 良 茶褐色 ハ ケナデ ・ナデ

23-9 土師器甕 14.8 一 一 砂 ・小石 良 茶褐色 ハ ケナデ ・ナデ

23-10 土師器甕 一 一 8.8 砂 ・小石 良 茶褐色 ハ ケナデ ・ナデ

23-11 土師器甕 一 一
8.8 砂 ・小石 良 茶褐色

23-12 土 師 器 甑 16.2 15.1 5.0 砂 ・小石 良 茶褐色 ハ ケナデ ・ナデ 完 形

23-13 土 師 ・器 甑 16.6 一 一 砂 ・小石 良 茶褐色 ハ ケナデ ・ナデ

23-14 土師器甕 15.4 一 一 砂 ・小石 良 茶褐色 ハ ケナデ ・ナデ

24-2 土 師 ・器 蓋 良 茶褐色 ナデ

24-3 土 師 器 杯 砂 ・小石 不良 乳褐色 ナデ

長 さ 長径 短径

24-4 土 製 支 脚 9.7 4.7 4.4 砂 ・小石 不良 乳褐色

24-5 土 製 支 脚 (7.2) 4.7 4.2 砂 ・小石 不良 乳褐色

表2住 居趾出土遺物土器観察表
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IV写 真 でみ る調査の成果

A発 掘調査

写真1田 草川尻遺 跡航 空写真

千 曲川が悠々 と流 れ る。対岸の 中野市岩井地 区は広い沖積 地が広が ってい る、遺:跡は、扇状地

の張 り出した末端 面の千曲川 川岸 にあ る。L・M・NeO地 点 け/■織 ノー・評 盤区・ 写真 は一ドが北である・
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L地 点の調査

写真2千 曲川のほ とりに位置する調査区(L地 点)

写真3重 機による表土除去(千 曲川洪水による土砂か堆積 している)
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写真4調 査風景(土 層観察のための帯を残 して掘 り進める)

写真5調 査風景(土 砂の堆積が予想以上に厚 く手作業で掘 り進める)
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写真6調 査風景(過 去の生活面付近に到達するとジョレン等で注意深 く土層を識別 しながら掘 り進める)

写真7調 査風景(遺 物 ・遺構が確認 された場合は移植ゴテで慎重に掘る。調査で最も神経の使う仕事である)
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写真8土 の堆積状況(D14区 田草川氾濫による砂礫 の堆積が著 しい)

写真9H19号 住 居趾 カマ ド(全 体 は確認 で きなか ったが カマ ド本体 は良好 に検 出 され た)
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写真10H19号 住居趾 カマ ド内部(カ マ ド内には杯が3点 ほぼ原形を留めて発見された)

写真11H20号 住 居趾(古 墳 時代 の竪 穴住居)
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写真12H20号 住居趾遺物出土状態(カ マ ド周辺に使用 していたそのままのような状態で出土 した)

写真13H20号 住 居玩 遺物出土状 態
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写真14第1地 点遺物出土状態(古 墳時代)

写真15弥 生地点出土土器
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写真16柱 穴(建 物になるかどうか不明である)

写真17柱 穴
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M地 点の調査

写真18M地 点近景(い いやまみゆき農協秋津給油所の前がM地 点である)

写真19M地 点調査完了(遺 構は発見されなかった)
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N地 点の調査

写真20N地 点の調査風景

写真21土 層(氾 濫土砂が厚 く堆積している)
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0地 点の調査

写真220地 点調査風景

写真230地 点調査区
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写真24H21号 住居趾 の調査(古 墳時代の家が予想外の ところか ら発見された)

写真25H21号 住居祉遺物出土状態(20号 住居趾 と同様に原形を保って出土)
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B出 土 品

写真26L地 点 第1地 点

写真27L地 点 弥生地点

写真28H19号 住居趾

写真29グ リッ ト

1 2 3

4 5 6

写真30H20号 住 居趾
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1 2 3

4

5

7

6A

6B
8

写真31H20号 住 居趾
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あ と が き

昭和47年 以来 田草 川尻遺跡 は、7年 次 にわた る調査 を繰 り返 して きた。調査 面積 は五千平米 になろう と

している。そ うした調査 は、 日程 的には必ず しも満 足で きる ものでは なかった。多 くの原 因が 中 ・小規模

の業者委託 に よるものであ るか ら、最低条件の なかで埋蔵文化財 の保護 を計 ることも当然のことと思 える・

ただ し、調査 の結果 につ いては調査 を担 当 した ものが責任 を負 うものである。その意味 で・今 回の調査報

告書 もきわめて不充分 な内容であ り、反省 しなければ ならない。

昭和63年 以来平成3年 度 まで飯山市の埋蔵文化財 の発掘調 査は ピー クを迎 えた。 まさに発掘 ラ ッシュで

あった。 よ うや く落ち着 きを取 り戻 しつつあ り、膨大 な考古資料の詳細 な整理作業 とともに活用 を計 るこ

とが必要 とされてい る。

最後 に、本書 を刊行 す るにあた り御協力頂いた 多 くの皆様 に御礼 申し上 げます・
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